
第８回 多久市社会福祉大会を開催しました

　令和４年11月13日（日）多久市中央公民館にて、３年ぶりとなる第８回多久市社
会福祉大会を開催しました。当日は、民生委員・児童委員、社会福祉関係者をはじめ、
老人クラブ連合会、各地域団体、地域住民の方々、約150名にご来場いただきました。
　銭太鼓愛好会「鼓隆会」の軽快なリズム演奏と日本舞踊由紀流「練舞会」の皆さま
の踊りで幕を開け、第一部式典では、永年にわたり社会福祉事業や地域福祉活動等に
功績のあった18名の表彰を行いました。第二部記念講演として、前多久市教育長で、
現在サガテレビ「かちかちPress」コメンテーター等で活躍されている田原優子さん
に「優しい世界へ～たたくより　たたえ合おう～」をテーマに講演をいただきました。

お楽しみ抽選会 オープニング

福祉作業所等の販売

受彰者の皆さまおめでとうございます！

被表彰者代表の謝辞

▲ 中島 弘之 氏

藤田会長挨拶

記念講演

▲ 銭太鼓愛好会「鼓隆会」・日本舞踊由紀流「練舞会」▲ 田原 優子 氏
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赤い羽根共同募金は、地域の福祉活動を支えています！！

皆様のおかげで地域が、さらによくなります。

　昨年度は、多久市内の企業様をはじめ、区長さん、民生委員さん、福祉施設、学校等、市民の皆様から温かいご協
力を賜り、2,897,728円の募金をお寄せいただきました。この募金額のうち今年度、多久市の地域福祉活動事
業として、1,991,802円が配分され、多久市の地域福祉推進を目的とする様々な事業に活用されます。

　多久市で集まった募金は、佐賀県共同募金会で集約し、翌年、約７割が多久市内と共同募金
会多久市支会に配分され、多久市内の様々な地域福祉活動に役立てられます。あとの約３割は、
県内の社会福祉施設、ボランティア団体、NPO団体、災害時の準備金などに活用されます。

今年も皆様のご協力よろしくお願いいたします。

多久市内への共同募金の使いみち 配分金を活用する、市内の福祉活動の
一部をご紹介します！

地域福祉推進・ボランティア活動福祉育成、援助・広報のために
1,103,802円

福祉教育体験中！

歳末たすけあい配分事業　100,000円

共同募金は税控除の対象となります。
株式会社等の法人寄付は、「全額損金」となります。
個人の寄付は、「所得税・住民税の控除」となります。

「すっきりサポート」活動風景

障がい者福祉や児童福祉のために
588,000円

・身障相談事業・新生児に絵本の贈呈
・学校ボランティア協力校への助成

地域テーマ事業　200,000円
公民館にスロープ・手すり設置・環境整備など、
地域で暮らしやすい街づくりを支援いたします。

藤川内公民館環境整備（令和３年度実施）

・福祉教育体験講座	 ・ボランティア体験スクール
・災害ボランティア研修会	 ・ボランティアの集い
・ふれあい広場	 ・就労活動応援プログラム
・社協だより（年３回発行）	 ・福祉有償運送事業
・住民参加型有料在宅福祉サービス「わかちあいの和」
・住居内整理整頓支援事業「すっきりサポート」
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表彰おめでとうございます
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多久市社会福祉協議会の事業や地域福祉
活動の情報をお届けします。福 祉 通 信

　前期課程４～６年生を対象とした『わくわくドキドキボランティア
体験スクール』を開講しました。

　１日目は、日本レスキュー協会佐賀県支部「MORE 
WAN」の施設見学及び災害救助犬について学び、災害
救助犬とふれあいました。
　２日目は、佐賀県障害者スポーツ協会の協力を得て、
障害者スポーツを体験しました。
　『ふくし』を楽しく学べ、『また来年も参加したい♪』
と嬉しい感想を頂きました！

　多久駅周辺で開催された「第50回多久まつり」会場において、多
久市ボランティア連絡協議会、多久高校の皆さんと一緒に、ふれあ
い広場（赤い羽根イベント募金）を実施しました。
　晴天に恵まれ、みんなの笑顔があふれる楽しい２日間でした。

【JAさが佐城農政協議会 多久支部　様】　
　「多久まつり」会場において、お米200袋、
みかん200袋、ポン菓子250袋を配布さ
れ、市民の皆さんにチャリティーを呼びか
け集まった募金を寄付いただきました。

わくわくドキドキボランティア体験♪

赤い羽根共同募金運動
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募金額　80, ４93円 募金額　18,019円

ご協力いただきました多くの皆さまに心から感謝申し上げます。有難うございました！

手作りバザー品や綿菓子をプレゼント♪

　10月は、シルバー人材センター事業普及啓発促進月間となっています。毎年多久市シルバー
人材センターでは、10月に「シルバーの日」を設け、ボランティア活動を行っています。
　本年度は、10月21日（金）に社会福祉会館・鬼子母神周辺の剪定、草刈や清掃作業を行い
ました。晴天の中、和気藹々と作業をしました。

　現在、多久市シルバー人材セン
ターでは、多久市内にお住まいで、
概ね60歳以上の、一緒に働く仲
間を募集しています。
　特に、剪定・草むしり・障子や
網戸の張替のできる方の入会をお
待ちしてます。

多久市シルバー人材センター （多久市社会福祉協議会内）
【住所】多久市北多久町大字小侍45-31　　【TEL】0952-75-4787　　【担当】釘﨑（くぎさき）・幸田（こうだ）

多久市シルバー人材センターからお知らせ

皆さんの入会をお待ちしております。
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　令和４年10月28日（金）熊本県阿
蘇市（場所：阿蘇プラザ）で開催され
た『みちづくしin阿蘇』において、長
年にわたり道路の美化・清掃等道路愛
護運動の推進に貢献された功績を称え、
多久市そうじの会に所属されている吉
浦啓一郎様（多久市ボランティア連絡
協議会監事）が表彰されました。
　吉浦様は、「長年、皆さんとのボラン
ティア活動がこの賞に繋がりました。本当にありがとうございまし
た！」と感謝の意を述べられていました。

こだまだより多久市ボランティア連絡協議会

たくボラ連

東多久町別府東多久駅北側駐車場 菜の花を植えるための草刈り・土壌つくり

吉浦啓一郎 様 川浪事務局長

イエローマジック多久プロジェクト 　　始動 !!
YELLOW MAJIC TAKU  YELLOW MAJIC TAKU  YELLOW MAJIC TAKU

YELLOW MAJIC TAKU  YELLOW MAJIC TAKU  YELLOW MAJIC TAKU

菜の花の種まき

　８月27日（土）、HIヒロセ（北多久町）、セブンイ
レブン東多久店（東多久町）において、多久市ボラ
ンティア連絡協議会、福祉施設、多久高校の皆さん
にご協力いただき、24時間テレビチャリティー募金
活動を実施しました。
　皆さまからお預かりした募金は、24時間テレビ
チャリティー委員会を通して、「福祉関連」「環境保護」

「災害復興」に活用させていただきます。

　多久聖廟での秋季釈菜への来訪者を気持ちよ
く迎えようと、多久市民挙げての合同美化活動
が10月８日（土）、聖廟周辺で行われました。
　多久市ボラ連会員の皆さんと一緒になって多
久聖廟の境内や周辺の緑地などを一斉に大掃除
しました。参加された皆さん、お疲れ様でした!!

24時間テレビチャリティー募金活動 多久聖廟周辺合同美化活動に 
参加してきました!!

長年のボランティア活動による表彰
おめでとうございます

多久市ボラ連活動報告

２年目

募金総額　78,142円
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楽しく脳を活性化！
Let’s 脳トレ！

　脳は、使っていないと年齢とともに機能が低下します。脳を健康
に保つには、パズルや数字遊びなど、脳を使って楽しむいわゆる「脳
トレ」で脳を活性化させるのが効果的と言われています。遊び感覚
で楽しみながら取り組んでみませんか。

I ひらがなを並べ替えて単語を完成させましょう。

❶ とだおまし ❷ いじしせきん

❸ きおがうふはく

❹ がえんいか ❺ つょうおがし ❻ ばでごんうわん

11 6 14

8 3 9

13 7 4

1 2 10

5 15 8

III
１～ 15 の数字の中で、ない数字
と重複した数字を探しましょう。

ａ ｂ

ｃ

ｄ ｅ

ｆ ｇ

II
　　　から絵を選んでａ～ｇの空欄に１つずつ入れましょう。
縦・横の列と、太い線で囲まれた２×２のブロックの中には、
同じ絵を使えません。

疲れたらひと休み

まちがったって
気にしにゃ～い

参考：知の種（https://ninchi.life/）

登録ヘルパー募集！
時給1100円以上！
プライベートと両立！
勤務時間は相談に応じます。
　詳しくは社会福祉協議会（75-3593）までお問い合
わせください。 答 え
Ⅰ．�❶おとしだま　❷せいじんしき　❸おうふくはがき 
❹えいがかん　❺おしょうがつ　❻でんわばんごう

Ⅱ．�ａ…サンタ　ｂ…トナカイ　ｃ…トナカイ 
ｄ…クリスマスツリー　　　ｅ…雪だるま 
ｆ…雪だるま　　　　　　　ｇ…クリスマスツリー

Ⅲ．�ない数字…12　　重複した数字…8
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現在、多久市内では、49団体892名の方々がサロン活動を行っています。

・熱が測れ、消毒液も自動で出る機器があるみたい
・女性の参加が多い
・おしゃべりすることで認知症予防！
・みんなに会えることが楽しみ♪
・体操とカミカミ体操の間にちょっとしたゲームをしている
・�カミカミ体操のおかげで歯医者さんに「だ液がよく出ていて素晴
らしい！」と褒められた

・お手玉でも遊んでいます
・会食やお出かけができていない…
・おしゃべりしていたら、2時間なんてあっという間です！
・一番は、コロナが落ち着いて食べたり飲んだりしたい…などなど

　下期の代表者会は各町での開催ではなく、他サロン同士の交流や意見交換会・情報共有の場になれば…と
思い午前午後の２回に分けて開催しました

ふれあいいきいきサロン代表者会開催！2022下期

午 前   ： 代 表 者 会 の 様 子

午 後   ： 代 表 者 会 の 様 子

≪意見交換会の内容≫

いろん
な

サロン
グッズ

も

ありま
すよ

タオルで来年の干支★卯
うさぎ
をつくりましたよ～

　みなさん、活発的に日頃の様子など
を情報共有されていました。ご参加い
ただき、ありがとうございました!!

集い  の 場
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“歩いてあるいて日本一周” 達成者ご紹介

みんなのコーナー たく社協だよりクイズ

　市民の皆様に、社協活動について興味関心を持っていただきたく、毎号、たく社
協だよりの内容にちなんだクイズを出題しています。
　正解者の中から抽選で１名の方に、おいでんさいお買い物券1,000円分をプレ
ゼントいたします。
　社協と一緒になって地域を盛り上げていきましょう！

【応募方法】�官製ハガキ・FAX・メールのいずれかの方法で①クイズの答え、②感
想やご意見、③氏名、④住所、⑤電話番号を明記のうえ、ご応募ください。

【応 募 先】〒846-0002　多久市北多久町大字小侍45-31
　　　　　 社会福祉法人 多久市社会福祉協議会「たく社協だより係」宛
【F A X】0952-75-6590
【メ ー ル】welcome@po.saganet.ne.jp
【締　　切】令和４年12月28日（水）必着
【当選発表】�令和５年１月上旬までに本会ホームページにお名前を発表させていた

だきます。	
＊�感想やご意見を社協だよりに掲載する場合がございます。

　クイズの答えは、応募期間終了後に当選発表とあわせて掲載します。お楽しみに！

多久市ボランティア連絡協議会では、『多
久市を黄色（菜の花）で埋め尽くそう！』
と市内各所に菜の花の種をまく活動をして
います。

　　　　　 ：�●●●●マジック 
多久プロジェクト

【ヒント】��P4 に答えが隠されているよ！

こたえ

おいでんさい
お買い物券
1,000円分を
プレゼント

今月の
たく社協だよりクイズ

令和３年12月～達成者　
〇飛梅会（北多久町）

倉冨昭人 様

〇�東の原ふれあいいきいき
サロン（多久町）

笠原アサ子 様

〇石州分ひまわり会（多久町）

坂口節子 様 陣内照代 様

〇別府二区サロン（東多久町）

山里純子 様 前山淳子 様

〇西ノ谷サロン（南多久町）

大坪文昭 様 岩本フタミ 様

〇池ノ平サロンひまわり会（東多久町）

西村カツエ 様 本山順子 様

〇多久原おしゃべりサロン（北多久町）

柴田クミコ 様

日本一周　　　　達成者２回

集い  の 場

7 この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。



障害者支援センターまや
Support Center for handicapped people Maya 

■就労継続支援Ａ型
■就労継続支援Ｂ型
■就労移行支援
■生活介護
■指定特定相談支援事業
■指定障害児相談支援事業

社会福祉法人もやいの会
〒846-0024
佐賀県多久市南多久町下多久6103-2
TEL:0952-76-4600
FAX:0952-76-4620
Mail :moyai@maya.saga.jp

特定
非営
利活動

法人NPOサンガム

ホーム西渓 

社会福祉法人　清水福祉会
きよみずふく し  かい

〒846-0012　
佐賀県多久市東多久町大字別府 5222番２
E-mail : kekoen@kind.ocn.ne.jp

□ 養護老人ホーム
特定施設入居者生活介護事業所
電　話　（0952）76-2443
ＦＡＸ　（0952）76-2551

□ グループホーム
電　話　（0952）76-2468
ＦＡＸ　（0952）76-2478

□ 居宅介護支援事業所
電　話　（0952）76-4222
ＦＡＸ　（0952）76-2555

２４時間
年中無休

～ 家族葬承ります ～

自分らしく、想いに寄り添う。 

ファミリーホール

ニュー
オープン

真心込めたお手伝いを
お約束いたします。

多久市北多久町大字多久原668-1（大工田）

TEL.0952-76-224

多久市北多久町大字多久原1628-1

TEL.0952-37-1775

ファミリーホール

ニュー
オープン

真心込めたお手伝いを
お約束いたします。

多久市北多久町大字多久原668-1（大工田）

TEL.0952-76-224

多久市北多久町大字多久原1628-1

TEL.0952-37-1775

ファミリーホール

ニュー
オープン

真心込めたお手伝いを
お約束いたします。

多久市北多久町大字多久原668-1（大工田）

TEL.0952-76-224

多久市北多久町大字多久原1628-1

TEL.0952-37-1775

福祉用具レンタル・販売。住宅改修

ケアサポート
サンライフ

ご利用者様の体の状況に合わせた
住宅環境の整備、
福祉用具等の選定を
福祉用具専門相談員が
お手伝いします。

電話：75-8425　FAX：75-8426

〒846-0023
多久市南多久町長尾 4131-4

E-mail : sunlife@ya2.so-net.ne.jp

〒846-0002
佐賀県多久市北多久町小侍 54-37

事業所番号 ４１７０４００３５４

TE L  ０９５２-３７-９６７１
FAX  ０９５２-３７-９６７２

福祉用具貸与・販売
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新入職員紹介

地域福祉課　松尾 みゆき
　10月より地域福祉課に勤務しています。
　主に介護機器（ベット・車椅子・歩行器・杖）
やチャイルドシートなどの貸出、新生児への
絵本の贈呈を担当しています。初めてのこと
が多く未熟な私ですが、地域の皆さまのお役
に立てるよう明るく笑顔で頑張ります。よろ
しくお願い致します。

8この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。


